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歓  迎

第 12
全国中学校選抜バトミントン大会

主  催 全 国 中 学 校 体 育 連 盟

財団法人日本バ ドミントン協会

新 潟 県 教 育 委 員 会

新 潟 市 教 育 委 員 会

後  援 文    部    省

全 日 本 中 学 校 長 会

都道府県教育長協議会

全国市町村教育委員会連合会

新 潟 県 中 学 校 長 会

主  管 新潟県中学校体育連盟

新潟県バ ドミン トン協会

期  日  昭和57年 8月 25日 OК)26日 (木)27日 CD
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新 潟 市 体 育 館  (新潟市一番堀通町 3-1)
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新 潟 会 館 (新潟市幸西 3丁 目3-1電 話 0252(47)93070)
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祝

文部大臣 小 り|1 平 二

昭和 57年度全国中学校選抜競技大会が 15

種 日にわた って全国各地の会場 で開催 されるに

当た り、一言お祝いの言葉を申 し上げます。

選手の皆 さん、全国大会出場本当におめでと

うございます。皆 さんは、全国の約 500万 人の中学生の代表であ ります。 ど

うか、それぞれの種目に関 し、日頃の努力で培った技能 と体力、不屈の精神力

をこの晴れの舞台で十分に発揮 して、純粋でさわやかな中学生の体育の祭典を

盛 り上げ て くだ さい。

そして全国か ら集ま った友人た ちと親睦を深め合 ってくだ さい。

皆さんが、本大会を通じ技能の向上とアマチュアスポーツ精神の高揚に努め、

心身ともにバランスのとれた人間として成長されることを期待しております。

終わ りに、本大会の開催にご尽力 された関係各位に深 く敬意を表す るとと も

に、本大会の成功 と今後の発展 をお祈 りしてお祝いの言葉 といたします。

辞
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あ い さ つ

全国中学校体育連盟

会長  大  高  正

第 12回 全国中学校選抜バ ドミン トン大会が新潟市体育館で開会され

ることをおよろこびいたします。

選手の皆さん !皆さんは、 それぞれの都道府県の大会で勝 ちぬかれ、

優秀な成績で選抜 されこの大会に参加されました。

その努力 と栄光をたたえます。

また、 日頃ご指導にあたられた先生方の ご苦労に対 し、深 く敬意を表 します。

さて、 スポーッは生活を豊かにする活動 であります.スポーツの技術を高める努力によって体力や

気力が充実するものであ ります。体力や気力の充実は学習や仕事の能率を高めることに役立ちます。

病気やけがを予防するために も体力や気力が必要であ ります。 さらにスポーツによって礼儀を重ん

ずる態度、協力、 責任の態度を学ぶことができます。

皆 さんは、中学校生徒 としてバ ドミン トンの最高の技術 を もち、体力・気力が充実されていると

思 います。

今か ら日本一をめざしての競技が始め られます。練習の成果を公正に堂々と全力をあげて発揮 さ

れることを期待いたします。

おわ りにあた り、 この大会の企画・準備・運営にご尽力をいただいてお ります主管団体の皆様を

はじめ、 この大会に関係された方々に心か ら感謝を申しあげてあいさつといたします。

あ い さ つ

財団法人 日本バドミントン協会

会長 桜 内 義 雄

全国各地か ら新潟の地に中学校におけるパ ドミントンの代表選手の皆

様をお迎えして、 第12回 全国中学校選抜バ ドミントン大会を開催できま

すことを心より喜んでいる次第です。

こ承知の通 り本年はパ ドミントンの関係者が永年努力いたしてお りま

した、 IBFと WBFの 世界組織が統合された意義ある年であります。

また、 その歴史的な調印の舞台がわが国であったことも、 この感を深 くするものであります。 内にあ

りまして もバ ドミントン競技人口の増加はい ちじるしく、最近の急増ぶ りは飛躍的な ものがあ りま

す。競技力においては世界の トップグループに位置し、中心的な活躍をいたしてお ります。 このよ

うに日本のパ ドミントンは世界の一流国でありますが、 その実力を維持 し、更に前進するには、中

学生諸君の若いエネルギーを必要 とし、本大会での健闘ぶりに期待いたすところであ ります。

どうぞ選手諸君、 日頃 きたえた腕を存分に発揮 され新潟の地で花開かれんことを心か らお祈 りい

たすとともに、本大会を開催のため運営に格別のご協力を賜わ りました関係各位に心か らお礼申し

上げます。

夫
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歓 迎 の あ い さ つ

新潟県知事  君 健  男

全国各地か ら中学生の精鋭をお迎 えして、第12回 全国中学校選抜バ ド

ミントン大会が当県において盛大に開催 されますことは、誠に喜ばしく、

心か ら歓迎申し上げます。

スポーッが、健全な心身をそなえた豊かな人間形成に果たす役割は極

めて大 きい もの と確信 してお ります。

急速に発展する社会において、人々がこれに対処 してい くためには、優れた知性 とおう盛な気力、

体力が必要であ ります。成長の著 しい中学生時代に、体育・スポーツ活動を積極的に行い、 たくま

しい心身を鍛えることは極めて大切であると考えます。

当大会に参加 した選手のみなさんは、厳 しい練習に耐え、各県における激戦を勝 ち抜いてきた精

鋭であ ります。みなさんの活躍を、母校は もちろんそれぞれの県民全体が見守 り、 その成果に大 き

な期待を寄せています。

選手のみなさんには、競技の栄光 と母校の名誉のために、中学生 らしく正々堂々とした態度でプ

レーを行 うとともに、全国中学生のパ ドミン トン愛好者の友情の輪 を大 きく広げられるよう心か ら

期待 しております。

終わ りに、 当大会開催のために尽力 された関係の皆様に深 く敬意を表 します とともに、大会のま

すますの発展をお祈 りし、歓迎のあいさつといたします。

歓 迎 の あ い さ つ

新潟市長  ||1 上  喜 八 郎

日本海沿岸の拠点都市当新潟市に、全国各地か ら選抜 された精鋭をお

迎えして、第12回 全国中学校選抜バ ドミン トン競技大会が開催 されます

ことは、誠に光栄であ り、45万市民 とともに心か ら歓迎申 し上げます。

激動する社会の中で、次代 を担 う中学生の皆 さんに望む ものは、健全

な心 と、 たくましい身体であ りましょう。

当新潟市は、健康で明るい「 人間都市にいがた 」の実現を目指 し、特にスポーツを通 して青少年

の健全育成には積極的にとりくんでいるところであります。

この ときにあたり、充実 した技量と闘志あふれる優秀な選手諸君の真剣なプレーを目のあたりに

接することができますことは誠に頼 もしく力強い限 りであり、広 く市民スポーツの振興につながる

意義深いものがあ ります。

本大会に参加 されます選手諸君は、 日頃鍛えた技 と力を遺憾な く発揮 し、悔のない試合展開をさ

れるとともに、 お互いの友情をむつみ合い、思い出に残 る大会 とな りますことを期待いたします。

おわ りに、本大会の開催にあたりご尽力賜わ りました関係各位に対 して、心か ら感謝申し上lス

歓迎のあいさつといたします。
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歓 迎 の あ い さ つ

第12回 全国中学校選抜バドミントン大会実行委員長

新潟県中学校体育連盟会長  :大 久 保  正  司

選手の皆 さん、 こ苦労 さまでした。全国各 プロックの代表選手である

皆 さんをお迎えして、 当新潟市において第12回 全国中学校選抜バ ドミン

トン大会を開催で きます ことを地元の開催県中体連 として心か ら喜び歓

迎申し上げます。

皆 さんは各郡市、各都道府県、各プロックと多 くの大会を勝 ち抜かれ

全国大会出場 とい う輝 しい栄冠をか ら取 って参加 されたわけですが、 その陰には、血のにじむよう

な練習を積み重ねてこられたと思います。 これまでの努力を通 して養われた技能 とファイト、 マナ

ー等に敬意を表するとともに皆 さんの優れたプレーを関係者一同大いに期待 してお ります。

本県中体連では、 この夏の県中総体のスローガンを「 競 う栄冠 むすぶ友情 」と定めて挙行いた

しました。真夏の太陽の下で力いっぱい正々堂々とルールを守 って戦い、 ファイ トをもって戦った

相手に敬意 と親愛の こもった友情を深めようとい う願いが大会に生か されていました。本大会にお

いて も栄冠を目指 して日ごろ鍛えた技 と力を十分発揮 していただくとともに、中学生 らしいフェア

でさわやかな態度で友情を深めていただきたいと願 ってお ります。皆 さんのプレーが刺激 とな り、

本県のパ ドミン トンの水準が一段 と向上することも本県関係者一同期待 してお ります。

終 りに、本大会開催に当たり、多 くのご指準≒ ご協力、 ご援助いただきました関係各位に心か ら

お礼申し上げましてこあいさつといたします。 ありがとうこざいました。

歓 迎 の あ い さ つ

新潟県バドミントン協会

会長  吉  ナ|1  芳  男

このたび、 全国都道府県な らびに各 プロックの きびしい予選を勝 ち抜

き、将来の日本バ ドミン トン界を背負 って立つ若 き精鋭をお迎 えして、

第12回 全国中学校選抜バ ドミン トン競技大会が本県で開催されますこと

は、 まことに喜ばしいことであ り、遠路はるばるご来県 くださいました

皆 さんを心か ら歓迎申し上げます。

スポーッが、明るくたくましい心身の発達を促 し、青少年の健全育成に大 きく寄与することは申

すまで もあ りません。 シャトルを追 う白ぃユニフォーム姿か らは、明 日を担 う青春のエネルギーを

感 じるのであります。

どうか競技にのぞんでは、 日頃鍛えた力 と技をコー ト上で充分発揮 し、悔のないすば らしいプレ

ーを展開 されることを希望いたします。

また、 この大会を通 じ友情を深めるとともに競技力向上につとめられることを期待 してお ります。

終 りに、本大会の開催にあた り、 ご尽力賜わ りました関係者の皆様に深 く感謝申し上ti今後中

_tバ ドミントン界のますますの発展を祈念 し、併せて本大会が成功の うちに終 りますように皆様

の ct力 を心か らお願い申し上げます。
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村己第12回全国中学校選抜バドミントン大会

新潟 県へようこそ

新潟県バドミントン協会では明日を担う

若人の健闘を心からお祈りいたします/
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大箸 昭司
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青柳 昭一
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祝 第 12回全国中学校選抜バドミントン大会
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癌 臓

豊 富で選 びやすく、スピーテイーな承り。

ほ墨の皿壁豆82
'82お中元総合

ギフトセンター

日7階大ホール特設 (3月 12日まで)

j馬 oモ生田丁

1選認Fと 大和の商品券
●大和6店 と、全国の大丸18店のほか、大和ハウジン久 金沢、妙高の二

ューグランドホテル、クックドウダイワなど幅広くこ牙り用いただけま魂 電話代 表 28-1111
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競 技 役 員 (1)

総 務 委 員 長

総務 副 委 員 長

総 務 委 員

広 報 報 道 係

選手監督受付係

来賓役員受付係

救  護  係

接  待  係

会  場  係

召  集  係

競 技 委 員 長

競技 副 委 員 長

大久保正司

高橋  保

栗林 貞夫

綱島甲子郎

工藤 信朋

遠藤 武也

渡辺 芳江

今井  敵

伊東 義一

花野 明子

佐藤 明雄

小野  亨

大倉 新平

東条 誠吾

武藤由紀子

三品太紀男

片野 洋子

中山 恭夫

小林 圭次

阿部  学

矢島 正道

遠藤

後藤

前川

武也

実

俊三

東山 秀子

藤本アサ子

金沢 和夫

岡村 優子

尾田 哲夫

安達佐和子

伊積 典子

牧野礼二郎

花野 典子

土田 洋子

太田  正

南波儀平治

藤木アサ子

高橋  安

出来島精一

大井 武司

東条 誠吾

宮川 忠和

下川 信也

中沢  博

阿部  学  南波儀平治

横堀 洋子

長田 孝雄

賀谷 イク  今井百合子

中野早恵子  東山 秀子

藤沢 真璽  酒井 慎平

須川  清  末武 賢一

中野 三義  樋口 庚二

日本交通公社新潟支店

中川セツ子

伊藤ユキエ  尾田 哲夫

大山  誠  角田美津枝

鈴木 明美

伊東 義郎

小島 吉雄

大沢 正興

笹川美代子

梅津 芳樹

浜田

菊地

片桐

京子

栄治

啓雄

奥田 恵子

川上 妙子

片桐

百崎

笠原

啓雄

恵子

良子

係

係

係

泊

務

典

宿

庶

式

駒村  真  佐久間ハク  浜田 京子

佐藤 俊夫

小林 一男

大竹  豊

高橋 賢悦

田辺 正人

三品太紀男

中沢美津子

井手 葉子

野崎  真

綿貫 恵松

倉内 和宏

山崎真知子

荒木 房子

星野  正

川崎 博美

斉藤 綾子

柴田 順子

高杉 道代

高橋 恒夫

平田登喜子

小林 正一

中川  真

更科  裕

今井 良彦

土田理恵子

上杉 俊孝

中野 結花

丸山 涼子

係

係

係

係

係

係

長

長

審

ル

　

場

　

判

送

行

録

卜

報

会

判

ヤ

　

習

　

審

放

進

記

シ

速

練

審

副

主 森

鈴木

益田

今井
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小野
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明美

邦子

清治

正道

庸子
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審

能勢 陽子

小林 洋一

伊藤ユキエ

藤沢 員」夫

長谷 基雄

道津 継雄

高見 広治

吉田 孝良

十ノロ昌吾

風間  薫

橋崎 則宗

篠原貴美江

渡辺 洋子

野口恵美子

赤松  浩

小林 和美

剣持由貴子
・



祝 第 12回全国中学校選抜バドミントン大会

お買物 は 豊かな暮らしを提案する

新 潟 三 越 へ …8

“ライオン言『
‐
で1逍築まヽしょう"

柾谷小路正面口に三越のシンボル

「ライオン像」一対がおめみえ

いたしております。

お待ち合わせの場などにご利用下さいませ。

新潟三越は、全国の三越

本・支店、世界の三越海

外基地を結んで、三越な

らではのセンスあふれる確

かな品々をお届けしている

都心型の明るい百貨店でご

ざいます:。

新潟
■■ロ

ロ‐

ロロ‐

電話(0252)28-0111

´

“

|ト

釉翁
▲

:′螂颯
″

11:みやヴ地方発送も承り〉
〈うまいもの〉1階
●加島屋 (さ け茶漬)●にらさわ (越後荒海の幸)●村上喜つかわ (三面川あゆの親子漬 )

●冨貿川 (越後―の宮献上鮨 )●村上九重園 (北限の茶)●伊勢屋 (笹だんご)

●新潟銘菓 (米菓など)●新潟銘酒/地ウイスキー・ワイン

〈きもの〉●小千谷縮(男・女もの)

〈民 芸 品・玩 具 〉5階 ●水原の三角

"レ
マ ●おけさ人形 ●新潟ベナントなど

〈名 産 品 〉6階 ●村上の推朱 ●玉川の鎚起銅器 ●佐渡無名異焼など
逹
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競 技 役 員 (2)

線 審

(点示員 )

竹田真実子

小瀬ひろ美

安田  誠

河智  大

緑′ll  :圭

坂井勇一郎

井上幸一郎

高見 朋子

村山 明子

中村 映緒

渡辺 桂子

川鰭 由佳

前田 善徳

斎藤不二男

長谷川 泉

鷲尾美砂子

堺   薫

白石 義浩

松木 雄一

田中  晃

由藤 秀樹

田川 文恵

片桐佳代子

森岡 麻子

神尾 尚子

真嶋 友子

桑野 一吉

阿部 元治

豊島  敏

小林健太郎

高橋  厚

佐藤三矢子

野崎 直子

中村 昌子

宮川佐登子

自井 寧子

小木 昌子

堀内 成哲

中村 将人

安井 勝己

小林  基

長谷川雅士

長谷川真弓

坂爪けい こ

小林佳代子

川崎 千里

大橋 まゆみ

荒井  智

榎本 重樹

鈴木 伸司

中川 和史

大久保幸子

北沢 日佐子

石川 和子

牧野美奈子

市川喜代美

小竹 千春

堀川真粧美

桜井 善彦

五十嵐康裕

八木 栄二

玉木 義夫

五十嵐瑞枝

鈴木 由美

今井美佐子

仲田 順子

藤田 潤子

今井藤一郎

内田  成

渡辺 吉貴

乙川 昌樹

川崎  努

入沢あゆみ

吉田真理子

小林 紀子

阿部裕美子

野内 深雪

孝子

智子

圭

一彦

寛

拓也

宏秋

洋子

儀子

あき

薫

光高

司

栄二

祐司

田」

智子

真木

涼子

二月

郁

剛

晴

也

光

勝

藤

藤

村

佐

後

中

佐藤美和子

高橋 厚子

披田野香代

鈴木 香穂

角原 陽子

祝 第 12回全国中学校選抜バドミントン大会

贈答品・記念品専門店
美術銅 器・純銀 器

高 級 洋 食 器

ウェアーサロンショップ

∠ト

イ
■■■■

■
■」■■■

■

L

新 潟 県 燕 市 燕駅 前

電話 (02566)3-∞ 51
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新色マリンブルー 発売″

理囮躙川

■曰圏■■カーボンとアル

リム・スイ・キングの片腕。ヨネックス。
■

―

世界注目のCAB-10ますます快調です。ごぞん

じシャフトはカーボン。フレームはカーボンとアル

ミ合金の複合体。安定性、方向性、弾力性、どれ

をとってもバミントンラケットのワールドリーダー。

カーボンのパワーを100%引 き出し 重く鋭いス

マッシュな操り出します。まさにカーボンの中のカ

ーボン。ソム・スイ。キングをはじめ世界のトップ

プレイヤーに愛用されるなa他を寄せつけない

存在で九人気ものセビアと合わせ新色マリンブ

ルーも

`釜

:場 。ますますi面白くなるぞバドミントン。

山
一

く ロ
ー

ヽ
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■
●
■
●
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諸 注 意

◎ 一般的事項・ 会場使用上の事項

1, 靴は競技用と屋外用をはっきり区別してください。 1階フロア (競技)と 2階観客席のワックスが違ってい

るため、 2階観客席の油が運動靴に付着すると 1階フロアで非常に滑り易くなります。

2, 会場へ到着したら「受付」をすませ、指定された応援席に着席してください。

3, 内ばき。外ばきのはきかえは、北 。南練習場にしいてあるシー トの上でやってください。ただし南練習場は

開会式のときのみ使い、それ以外は使用しません。

4, 選手・ 監督の移動は2階観客席よリロウンジを通り、大階段をおりて外へ出てから、指定された入日から入

り練習場で内ばきにはきかえて、待機してください。

5, 開会式 10分前までに、女子は北練習場へ男子は南練習場に集合整列してください。

6, 。フロア上では飲食は禁止いたします。選手・ 監督以外の者はフロアヘの立入を禁止します。

。応援は「声援」でなく「拍手」で行なってください。

。貴重品は、かならず各自で十分管理してください。

。便所は2階ロウンジのものを使用してください。

7, その他は監督会議で連絡しますので、守ってください。

◎ 競技上の事項

& この大会は、現行日本パドミントン協会1競技規則に 及び大会運営規定によって実施します。

Q 団体戦に参加のチームは、30分前までにオーダー用紙を進行係に提出してください。30分前までに、

(ま たは、指示のあった時刻までに)、 オーダー用紙の提出がなかった時、または集合の構切り時刻 (競技開

始時刻10分前Dに集合しなかった時は、棄権とみなします。

Ю, 競技開始時刻 10分前には、北練習場のプラカードのところに集合、主審、線審、監督、選手 (エ ントリー

された者)の順に整列し、両チーム (選手)が集合完了したら入場します。

11, 試合の進行状況に応して、2コートで並行して試合を行なう場合や、コー トや競技開始時刻を変更すること

がありますので、場内放送に十分注意してください。

12, ベンチに入ることのできるのは、監督と選手 (エ ントリーされた者)だけです。

13, 初回戦のみ、全試合を行ないます。勝敗決定後は、相手監督の了解を得た場合、メンバーの変更をすること

ができます。以後は2点先取後打切ります。

14,主審が認めた以外、タイムはいっさい認めません。

5, ファイナルゲームの場合は5分間の休憩をとります。

“

, シャトルは、審判が5種類|(要項記載)の シャトルを準備し、各試合ごとに トス (ジ ャンケン)で決めます。

17, あいさつ後、3分ずつの練習時間を与え、複、単、複の順で試合をします。 (団体戦のとき)

B, サーバー確認のため、ダブルスのファーストサーパーとファーストレシーバーは、リボンをつけてください。

Ю, 個人戦で、同一校が同時に2コートにまたがる試合の時、ベンチに入る者は、当該校の教員とします。

◎ 審判上の事項

20, 審判団は、厳正公平にその任にあたります。

21, 抗議は、いっさい認めません。それとおばしき言動はつつしんでください。不審な時は、礼儀正しく当該プ

レーヤーか監督が主審に質問してください。もし判定に服さない時は、その試合を放棄したものとみなします。

22, つぎのような行為は禁止されています。

① 試合中、みだりにコー トをはなれること。 (コ ー ト外での汗ふきなど)

②)サービスを故意におくらすこと、極端におそいレシーバーの構え。

③l 相手を威圧するような行為。

-13-
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U■  日本バドミントン協会検定合格球

●IBF(国際バ ドミン トン連盟 )公認球

ナイロン。シャトルコックー筋に半世紀。世界のナイロン・シャト

ルコック市場で∞%以上のシエアを持つカールトン社が,その

伝統ある技術を駆使し,研究 。開発に5年以上の歳月と数

億円にのぼる開発費を投入して遂に完成された画期的な新

製品,ニューフェザー・シャトルコック
｀`
カールトン・スーパー

ク

の登場です。従来の水鳥球とほぼ同じ形体ど1生能を有し,しかも

耐久性は3～ 5倍。世界的に水鳥球の供給が問題とされてい

る今日,期待されるカールトンの自信作です。

Tournament ● 1ダース¥3,900

● 1個 ¥330

日本バドミントン協会検定合格球 IBF(国 際バドミントン連盟)公認球

●57年度全国中学生大会使用球

世界 ‐の消費量を誇るナイロン・シャトルのベストセラー。水

鳥球の数倍の耐久性をもち,しかも,最も飛び方が似ていると

評価されています。この絶大な定評は他の追従を許しません。

″ ETRK)総 輸入元 メトロレジヤー株式会社

〒101東 京都千代田区外神田5‐ 6‐ 4 TEL(03)833-3661(代 )
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開 会 式 次 第

ア トラクシ ョン   新潟甚句

万代太鼓

1.開 式 通 告

2.選 手 入 場

3.開 会 宣 言   大 会 委 員 長

4.国 旗 。中学校体育連盟旗・協会旗掲揚

5。 優勝杯返還及び レプリカ贈呈

男子団体  熊本県

女子団体  大阪府

6.開 会 あ い さつ

全国中学校体育連盟会長

(財)日 本バ ドミン トン協会会長

7.祝

新 潟 県 知 事

新 潟 市 市 長

生 徒 代 表

選 手 代 表

競 技 委 員 長

審  半」 長

司会  能 勢 陽 子

関 屋 保 育 園 児

宮浦中学校万代太鼓 クラブ員

池  田 昌 道

熊本市立桜山中学校

四条畷学園中学校

新潟市立鳥屋野中学校ブラスバンド部

会 式 次 第

司会  能 勢 陽 子

競 技 副委 員 長 矢 島 正 道

審  半」 長

大 会 委 員 長

夫

雄

正

義

高

内

大

桜

辞

8.

9.

10.

11.

12.

13.

歓 迎 の こ とば

選 手 宣 誓

競 技 上 の 注 意

審 判 上 の 注 意

閉 式 通 告

選 手 役 員 退 場

式典協力

男

郎

子

聡

手

治

八

健

喜

信

　

　

広

上

木

川

部

見

君

川

鈴

皆

阿

高

閉

治

道

広

昌

見

田

高

池

列

告

表

彰

評

言

告

場

整

通

発

　

　

宣

通

退

手

式

績

　

　

会

式

手

選

開

成

表

講

閉

閉

選

■

２
．

３
．
４
．
５
．
６
．
７
．

８
．

-15-



ロ
ロ

ロ
ロ

目〓コ)iF■〔:コ,こいつとならヒーーローになれる。

KENNEX
●日本バドミントン協会推奨

自在。

RB~7o7 (A・

B・

)¥11'000

ロ
ロ

な ス ポー ソヽす.

カ
ク ゥ) い

′
|′ llの

なフ ル

フ ケ
.ト｀

ソ

うlL

ブ

で

将で
｀

tよ ヽ``1

き

界

る

lt:

フ ケ

‐のオ

、ソトを世んで欲

′レ カ ボ
ヨ イ

ン ス キ‖:
ケリ

11

ト ヽし

し,

レ

ド トン

ト

■

ン

,こ■を

ン

′、

シ
ン

ト

し)わ

ヤ フ のは イヽ 11'

‐プロケ スヽツクス フ

ド

シヒ
4 トン

キ末
すし

も

卜1叉 暉1。
つ よ 4)亡

米りとら資
ヨ

1生

る その キ致密な

たヾて る カフ ダ
・1ヽとな 1ヽl、

1ヽ

り

す ン

ヒ

継ぎ 1ヽ を li

11;
の わ さや キよ

λ々を 挙 角竿t卓
比｀`な ≒ 1｀

｀

す.し

)II己
280kg

|,:1 '{r'L

つス

を

.ピ

カ

をい∫(絶 rじ

|

ヽ

り

と と
1ヽ11:

I‐ lも
カ ′レ tよ 存

在
_

なき
し

キ束a・ る1ヽ =
も|つ

の 1ヽ｀ 1
フん イ

rロロ¬ cuτ

回 器 WEAR

ラケットスポーツで世界をむtSヾ

GOSEN

しま

ヒッタ́ ヽ

t

72=-'z<>r

緻 C・ 4 D'tfi)*8'500

な
″

クο
:

の
″

″

ノ｀
ヽ

′
　
“

´

:き
・.

:

IL、



8月 25日 (水 )

8月 26日 (木 )

8月 27日 (金 )

第 12回全国中学校選抜バ ドミントン大会日程

大会第 1日 目

受 付 開 始            8時

監 督 会 議   白山会館 胡蝶の間 8時 20分 ～ 8時40分

ア トラクション          8時 30分～ 8時45分

選手・ 監督集合整列完了      8時 55分

開会式入場行進開始        9時

開 会 式            9時 10分～ 9時50分

試 合 開 始 (団体戦 )      10時  ～ 17時

競 技 部 会 (プ ロック代表者会議 )19時  ～ 21時

新潟会館 会議室 マーガレ ット

練 習 会 場  鳥屋野総合体育館   14時 ～ 16時30分

明鏡 高校体育館    14時  ～ 17時

大会第 2日 目

受 付 開 始            7時 40分

大会会場で練習 (団体戦の準決勝出場校 )

8時 ～  8時 30分

試 合 開 始 (団体戦準決勝・決勝 ) 8時 40分 ～14時

表 彰 式 (団体戦  1.2.3.位 ) 14時 05分 ～14時25分

試 合 開 始 (個人戦 )      14時 30分～17時

練 習 会 場  明鏡高校体育館     9時  ～ 12時

大会第 3日 目

大会会場で練習 (個人戦ベス ト8)

試 合 開 始 (個人戦準々決勝 よ り )

閉 会 式

8時

9時

12時

～ 8時 40分

～ 11時40分

～ 12時30分

-17-



3
“えっ.′ これでナイロンか、"と驚きの声。“まるで

水鳥球みたいな飛びだ、"というのがその感想。

これメイビス300。 ヨネックスのスポーツサイ

エンスが完成させた、ナイロンシャ

トノンコックです。一個でらくにひ

と試合こなせる丈夫さ。そしてその

■日本バドミントン協会

検定合格球

飛びといったら水鳥球も顔負け。すでに好

評のメイビス100・200の兄貴分です。今、世

界25ヶ国で公式大会球として使われ、その

人気の高さが海のむこうからも聞えます。さあ、

あなたもメイビス300。 シャトノンコックに

押し寄せた科学の波。まさに大きく進歩。

NVLON SHUTTLECOCK

ざい
▼
YONMЛUIIS300

メイビス

E=コ

E=コ

□



タ イ ム ・ テ ー ブ ル と会 場 練 習

17

15 16

11 12 13 14

3 4 5 6 7 8 9 10

2

1   2   3   4   5   6   7   8   9  10  11  12  13  14  15  16  17  18

男 子 女 子

日 程 酪i｀■ミ

只0/
′
25

(水 )

ア ト ラ ク シ ョ ン 8:30～  8:45 新潟甚句・ 万代太鼓  (1回 戦オーダー提出 )

開   会    式 9:∞ ～ 9:" (下記表中の番号は試合番号 )

試

(団体戦 )

10:(Ю ～ 11:40 Bl B2 Gl G2

11:40～ 13:20 B4 B5 B6 B7 G4 G5 G6 G7

13:20～ 15:00 B3 B8 B9 B10 G3 G8 G9 G10

15:20～ 17:00 Bll B12 B13 l〕 14 G ll G12 G13 G14

8´
′
26

(木)

会 場 練 習 8:(】)～  8:30 B15 B15 B16 B16 G15 G15 G16 G16

試

〈団体戦)

8:40～  10:20 B15 B16 G15 G16

10:40～ 12:20 G17

12:20～ 14:00 B17

団体表彰式 (
1.2_3
柿

) 14:05^- 14:25 (下記表中の番号は試合番号 )

試

(個人戦 )

14:30～ 15:00 BDl BI)2 BSl Bs2 GDl GI)2 GSl GS2

15:∞ ～ 15:∞ BD5 BI)6 BS6 GD5 Gl)6 GS5 CS6

15:∞ ～ 16:∞ BD3 BI)4 BS3 BS4 GD3 GI)4 GS3 GS4

16:00-- 16:30 BD7 BI)8 BS7 BS8 tiD 7 GI)8 GS7 GS8

16:30～ 17:00 BD9 BD10 BS9 BSlo GD9 Gl)10 GS9 GS10

R‐ /́
27

(金 )

会 場 練 習

(男・女個人戦ベスト8)

8:00～  8:20 lDl: ur)ll BS BSI:

BSi:

GE)1: GDI: GSII GSII

8:20～  8:40 DiZ BS ⑪ li GDI: GS r、。12
u。 14

試 △

(個人戦 )

9:00～  9:30 BDll BI)12 BSll BS12 GDll Gl)12 GSll GS 12

9:30～ 10:00 BI)13 BI)14 BS 13 BS14 GD13 GD14 GS 13 GS14

10:12〕 ～ 10:50 I:'1)15 BD16 BS15 BS16 GD15 GD16 GS15 GS16

11:10～ 11:40 BD17 BS17 GD17 GS17

閉   会    式 12:00～ 12:30

-19-
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SHU丁丁LE S(IEN(E
“フェザーなナイロンが'というところまで工学技術は進歩した。

―
l

高回転を生みだす空気の流れ方

空気が①にあたって回転力となり
②からスムーズに抜けてゆく。

毎分回転数で、370r.p.m.を 達成した、カワサキ・ナイロンシャトル“スタミナ:あ ら

ゆるデータを解析して割りだした、||の 大きさ。位置・角度。さらに 1ヽ分の狂いもな

い級密な ・体成型によって、ムラのなヽ 高ヽ回転、ブレないフライト、そして
'li想

のハイクリアー曲線を生みだしました。しかも、持ちのよさだけが取柄だった

従来のナイロンシャトルをも数イ|:う わまわる、面1久 力。高・
|′|:能 力ヽ 長Hキ |lll

にわたって持続する・スタミナ:本格派のプレイヤーにこそ使って頂き

たいシャトルでt

2

ム

実用球。日本バドミントン協会審査合格球

カワサキ0ナイロンシヤトルコック覧ス|夕:ミブ■
Dに360-A価格:6コ 入1600円

0に360-B価 格:3コ 入800円

カワサキラケット株式会社

本社 :〒 130東京都墨田区両国 |― |∝ 6 TEL(03)633-7211(大代 )

大阪支店:〒 543大 阪市天王寺区上本町3-5-|I TEL(06)764-5591(代 表)

″

」Й〔御 asaκr



桜
(

山   中
九州・ 熊本 )

瀬   田  中
(近 畿・ 滋賀 )

栄

＜

⑦

◎

立

く

金

＜

中
＞賀

山
滋

②⑫

⑩

男子団体組合せ (B OT)

③

⑬

10 進   中
関 東・ 埼 玉 )

11 上   市   中
(北信越・ 富山)

12 宕 中
(九 州 。長崎 )

13
一   宮   中
(四 国・ 香川 )

14
四 條 畷 学 園 中
(近畿 。大 阪 )

15 川 第 八 中
関東 。東京 )

16 沢   中
東北・ 秋 田 )

①

石   岡   中
(関 東・ 茨城 )

3 愛

①

③

И

■

中
＞岡

南
静

伊

＜
東

東海

光   陽   中
(北信越・ 福井 )

④

⑭
⑩⑮

弘 前 第 一 中
(東 北 。青森 )

⑤

⑭
皇
(近

子
畿

石   中
中国・ 岡 山 )

白
(

０
０ 17

歳

(開催地
中

新潟)

⑥

西 神 楽 中
(北 海 道 )

戸  塚   中  0
(関 東・ 神奈川) υ

-21-
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今ヮ君のプレイが生まれ変わる。ノ….…世界のカールトンから。
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Thatb the name of the game
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四 條 畷 学 園 中
(近畿 。大 阪 )

津

九 州 佐 賀

燕      中
(開催地 。新潟 )

戸   塚   中  o
(関東・ 神奈川) “

女子団体組合せ (G OT)

⑬

⑨

⑭

⑫

1
栄   進   中
(関 東 。埼玉 )

⑦

③

11
中

＞賀
山
滋

子
畿近

皇
＜

①

①中

＞

牛

＜

③

3
関   屋   中
(北信越 。新潟)

′

■ 13 美
(

保   中
中国 。鳥取 )

④

淑
(

進

０
０

徳   中
東海・ 愛知 )

○

⑩⑮
lИ  弘 前

・・   (東 北
第 一 中
。青森 )

(北信
明

越 `

中
福井 )

15 梅   津   中
(近畿・ 京都 )

⑤

明
(

野   中
関東・ 茨城 )

16

17 昭
(

栄   中
関東・ 千葉 )

中＝
道海

砂
北

上

②

聖 ウルスラ学院中
(東 北 。宮城 )

川 第 一 中
四国・ 香川 )

⑥

中
＞本

南
熊

池
州九

菊
＜

Ｏ

υ
香

(

-23-
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■■
常に、時代をひらく11性鮮やかなガット

を創りつづけてきたゴーセン。その円熟の

技術が、またひとつの新しい時代をひらこう

としています,画期的な複数ブレンド素材

をベースに今、2柿賞1のニュータイブガット

誕′
li。 多種の高′

111能 繊糸11:高分 iブレンド

中空糸に特殊油を注人。反発力と全天

候性を ‐段と高めたブレンドタイプ(特許

出願中)。 そして、常識をこえた超超極糸III

ケ―゙―ジをi来 ;l!。 シャープ'ならRば
｀
なオlと シユ

アな打球感を実現したミクロタイプ(特許

lll肛1中 )。 新しい2つのゴーセンの誕′
11。

いま確かな千‐応えで、ガットの新時イヽが

始まろうとしています,

ハイ・シープ・ミクロ

¥600

|

「

■ ■
. '1i : l r a I '

D

劇

,.

¥1,000

ウインテックス・ブレント
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男子個人 単 組合せ (B OS)

(資州中・熊柴)1

(讐田中・新循)2

用     山   ^
(須

・
万々中。ご口)6

米    沢  ´
(雫石中・岩手)仕

(界市中。栃果)5

(墨宮中・香川)6

(晟和中。福昇)7

(著岡中・茨会)8

③
⑦

⑬

①

③

④

⑩

⑤

⑭

⑫

⑩

⑥

男子個人 複 組合せ (B・ D)

③
⑦

⑬

①

③

⑬

⑤

10(堤陽串鶴罪)

lkブィ鎌習屁緊星中・京都)

12(暑謂ギ・俣擦)

13 (揚晋串各磐早)

14(碁ワ隣I:不層b)

15(段鵬・
′
麟 )

16(三奮錯諄食庫)

17(添酢・埋 )

18(東契鷺繁二語島京)

①

10(後□』岩早)

11(鼻山中・晶)

12(立州第八中・肇京)

13(畠南中0彗稿)

14(鶴中・福奔)

15(瀬田凛滋賀)

16(璽名中・熊栞)

17(ぽ匙中。北濯魁)

18(菓進中。埼璽)

⑮
⑭

⑨

②

早
(四條畷学園

戸

中 。大阪)
9

上野・ 宮 本  1
(荒尾第一中・熊本)・

小室・ 緑 川  。
(石岡中・茨城)ι

宮坂 。和 田 。
(御抜中・石川)υ

中沢 0渡 辺  И
(燕 中 。新潟)t

①

④

⑮
谷
川

三
香

宮
宮‐

三
(

①

◎

森 山・ 白 浜  A
(四條畷学園中。大阪)V

河野・ 広 谷  7
(須 々万中・ 山口)'

稲葉・ 高 坂  。
(碇ケ関中・ 青森)。

生井沢・立本  0
(戸田中・ 埼玉)フ

②

⑥

⑫

-25-
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女子個人 単 組合せ (G OS)

(碧L北中・鷹詠)1

(香両第一中・馨川)2

(聖ウノ啄 場学院中・讐城)3

(香市中・埼皇)4

(冨屋中。新摺)5

(高松中・石チ|))6

(四條1顧学園中・奨阪)7

(暦戸中・岡5)8

(メ毎中・神基‰)9

10

11  青    戸
・・ (栄進中・埼玉 )

1っ  佐    藤
・4(信

愛女学院中・熊本)

1。  伊    藤
・υ

(啓明中・兵庫)

lИ  伊    倉
・・ (弘前第一中 。青森)

15(鰻徳√・愛金)

16 大
(草津中 。

千ロ
滋賀 )

17  山     口
・ `(宇ノ気中・石川)

lR木 住 野工υ
 (明野中・茨城)

西
(上砂川中・

田
北海道)

⑦

①

③

④

⑤

③

①

⑫

⑩

⑬

⑭

③

⑩

⑮
⑭

⑨

②

女子個人 複 組合せ (G OD)

脇葬謂.羨m)1

(岩麿中
・
集蒙)2

浩暑常:闇5)3

(菊池南串子漢県)4

(香川曇オIT川)5

機讐ギ鶏穐)6

(寝謂ギ籍表)7

(製三脚 |)8

(上傷鷲√・1落造)9

10(園吾学畠ξ・曇庫)

11(楚尉 .馴
)

12(異占・製 )

13(弘編 }曇森)

14(套獅・蹴 )

15(籍鮪・観 )

16(閥栄串尋糞)

17(菖馴・鶴 )

18(N鷲串甲森)

①

③

④

⑤

⑬

⑦

③

①

⑩⑮
○

⑨

⑭

-27-
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出 場 選 手 名 簿

(男子団体 )

プロ
ック

都 道
府_県
名

学
監

名
名

校
督

選 名手

-lL

む
追

北
趨
迫

旭川市立西神楽中

小 出 修 司

島田 正明(3)

竹内雄二郎(3)

三ケ田和博(3)

長 田 勉(3)

小助川雅人(2)野村

山越

直樹(3)

正才(3)

東

」ヒ

同

森

弘 前 市立 第一‐中

高 屋   仁

板垣 龍平(3)

工藤 幸造(3)

佐々木 力(3)

木村 和人(3)

田中 康弘(3)

秋田 弘行 (3)

福士 武寿(3)

秋

[‖

横 手 市立金沢 中

小 原   勇

小田島理文(3)

山田  修 (2)

伊藤

熊谷

佐藤  栄(3)伊藤

渋谷

御義0)

文和(2)

建一(3)

泉(2)

閲

東

埼

I(

越ケ谷市立栄進中

加 藤   勝

横 浜 市立戸塚 中

村 田 昭 瑞

大島 憲児(3)

山内 一志(2)

藤坂 恒志(3)石橋

藤村

隆(3)

裕之6)

村沢

水谷

寛幸(3)

浩幸(2)

賛
in

小沼  努(3)太田

吉峰

頼男0)

格 (3)

杉田

風間

友秋(3)

幸彦(3)

加藤 康二 (3)

黒崎 芳成(3)

東

茨

城

立川市立立り|1第八中

島   朝 樹

室  雅彦(3)木村

安藤

聡6)

雅俊(3)

加藤

堀江

正裕(3)

卓司(2)

松沢 弘昌(3)

佐久間重尚(3)

石 岡 市立石 岡中

神 立 喜 文

緑川  剛(3)七谷

大輪

一利(3)

昌広(3)

梅室 真二(3)

小室 浩之(3)

島田 幸生(3)

海老沢孝一(3)

」ヒ

イ言

越

やII

り|:

福 井 市立光 陽中

江 岸   徹

|:市 1町 立 L市 中

Hl 中   勉

水野 勝年(3)提

高橋

たilふ (3)

禾[|り」(3)

田中

佐竹

幹男(3)

武夫(3)

佐藤 輝行(3)

木林 宏次(3)

:■

山

吉岡 泰介(3)岡Ll

平井

典平(3)

俊成(3)

種昴

酒井

林 益一郎 (3)

宮崎 雅仁 (3)

方明(3)

潤一(3)

東

海

静

岡

人

阪

伊 東 市 立 南 中

斉 藤 俊 仁

山本 幹雄(3)住吉

梅Ll

勇人(3)

博之(3)

山田 武利(3)

日吉  伊(3)

鈴木 弘行(3)

川日 明広(3)

近

畿

|′円 条 畷 学 園 中

仲 ld 信 一

大津市立皇子山中

徳 谷   正

白浜 義海(3)森山

早戸

勝平(3)

敬雄(3)

見市

斉藤

北川 雅典(3)

米今 誠慈(2)

幸司(3)

イ申(2)

滋

賀

藤原 尚秀(3)塩田

高岸

広瀬 純吾(3)

森家 成和(3)

山本 公彦(3)

伊藤 博志(3)

晃二(3)

′交(3)

滋

`:塁

大 津 市立瀬 田中

高 橋   茂

北‖I 雅美(3)甘利

田添

磁田

喜多

茂和(3)

俊文(3)

南 在健(3)

宏(3)安達

信 也(3)

剛 (3)

中

国

1司

山

笠 岡 市立 自石中

藤 井 淳 子

山川

豊島

喜己(3)

和広(2)

天野

山川

天野

中川

光2)

清樹②

驚1_■ (3)

幸伸(2)

天野 雄司(2)

四

国

香

川

高 松 市立一宮 中

笹 村 恵 子

二谷 友亮0)

安藤 健治(2)

黒田 浩司(3)泉川 泰博8)

中村  聡(2)

一宮 康夫(3)

満岡 博隆(2)

ナL

州

食償

本

熊 本 市立桜 山中

増 田 市 子

佐世保市立愛宕中

市 村 昌 人

青木

歌津

龍二(3)

真也②

小本 義久(2)

中村 伸哉(2)

紙谷 隆志(2)中村 徳裕(3)

久住  猛②

長

崎

山口

辻

雅彦6)

圭輔(3)

野口 宏志(3) 山口 良太6)林  英雄(3)

志方 恒治(3)

開
催
地

新

浜;

燕 市 立 燕 中

伊 東 義 郎

畠山

遠藤

進一(3)

健一(3)

中沢 健司6)

本田忠太郎(3)

渡辺  太6)皆川  聡6)

八 百板正樹6)
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出 場 選 手 名 簿

(女子団体)

フ ロ

ック

都 道
府 県
名

校
督

名
名

学
監

選 名手

匙
理
栂

北
退

海

上砂川町立上砂川中

袴 田 鉄 美

酒井孝佳子(3)

佐々木千春(2)

佐藤 浩子(3)

尾崎 由佳(3)

西田美和子(3)

加藤 正美(2)

平間 由紀(2)

東

」ヒ

日

森

弘 前 市立 第一 中

高 屋   仁

伊倉

工藤

和泉 礼子(3)

小山佐智子(2)

三上 明子(2)矢田

佐々

直子(3)

恵理(2)

幸子(3)

志子②

宮

城

聖 ウルスラ学院中

片 桐   勉

渡辺 ネL子(3)永野 洋恵6)

熊谷真由美(3)

伊東由加里(3)

阿部 福子②

滝沢

高橋

直美(3)

基子(2)

関

東

埼

玉

越ケ谷市立栄進中

加 藤   勝

小林 雅江(3)岡井 裕子(3)

新井 智子(3)

青戸

藤倉

香織(3)

園江(3)

和田

棒

陽子(3)

匡子(1)

茨

城

明 野 町 立 明野中

小 島 一 夫

古宇田八重子(3)

坂入 悦子(3)

木住野かおる(3)本橋 優子(3)

松本 啓子(2)

関  富子(3)

坂入 律子(3)

神
奈
川

横 浜 市立戸塚 中

矢 部 健 治

大石美和子3)

二重野貴子(3)

渡辺

高田

牧畑 里佳(3)

森  亜希(3)

裕貴(3)小見山美都子(3)

綾子(2)

千

葉

長 柄 町立昭栄 中

風 戸 正 敏

小久保正代(3)

行方 紀子(2)

久子(3)

とし(2)

鹿間

田辺

関 喜久代(3)

村上 文江(2)

石井 砂織(3)

ゴヒ

信

越

福

井

福 井 市立進明中

岡 本 政 幸

下川友美恵(3)

河口 恵美(3)

松原 美穂(3)

小野喜代美(3)

大藤

山川

紀子(3)

富美(2)

水上 雅代(3)

新

潟

新 潟 市立 関屋中

遠 藤 武 也

神田あさ美(3)

中里 睦美(3)

青柳美弥子(3)

小池由扶子(3)

鈴木すみれ(3)

斉藤真理子(3)

藤井 裕絵(3)

東

海

愛

知

愛 知 淑 徳 中

鈴 木 洋 子

佐々木道子(3)

加藤 聖子(2)

伊藤 千恵(3)

稲熊 康子(1)

宮本 志津(3)

近

畿

大

阪

四 条 畷 学 園 中

杉 田 忠 邦

今村 薫(3)

沙織(2)森

片岡

宮崎

馬場 珠(3)

洋子(2)長田

植Ш 勝江(3)明子(3)

百代(2)

滋

賀

大津市立皇子山中

服 部 博 司

宮野 佳 子(3)

藤本 尚引 3)

中岡 展 子(3)池田 芳恵(3)

辻 智華子(3)

片嶺 典子(3)

松尾 知美(3)

京

都

京 都 市立梅 津中

中 平 繁 則

山縣 智恵(3)

早川 里美(3)

竹内みどり(3) 荻生美奈子(3) 安田小百合(3)

中

国

鳥

取

米 子 市立美保 中

五 丁 弘 子

香り1町立香川第一中

新   建 二

木村 美恵(3)

横道 加奈(3)

遠藤

浜田

安田

藤山

春代(3)

絵海(3)

池沢 久美(3)江美(3)

睦美(3)

四

国

香

川

三好智恵美(3)

川本光佐子(2)

山本

小野

辻  章子(3)

西川 朋枝(2)

塩田美佐子(3)和美(3)

貴代(2)

九

州

食E

本

菊池市立菊池南中

西 村 亮 子

中原紀代美(3)

田村真理 子②

田代美智世(3)

岩男 徳 ■ 1)

毛利 千秋(2)安達 優子(2)

河津美奈子(1)

佐

賀

牛 津 町立牛津 中

雪 竹 美 善

笠原千夏子(3)

山口ゆか り(3)

副島 純子(3)

田中いずみ(3)

相川富美代(3)小嶋真由美(3)

鐘ケ江美矢子②

開
催
地

新

潟

燕 市 立 燕 中

藤 沢 真 璽

田巻 直美(3)

宗村友紀子(3)

井上さつ き(3)

加藤 陽子(3)

笠原亜由美(3)石黒 美慎6)

丸山  恵(3)
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六郷 由香(3)

柴田 佳子(2)



出 場 選 手 名 簿

(男子個人)

プロ
ック

寵
各

学

監

校

督

名

名
選 手 名 (単 ) 籠

名

学

監

校

督

名

名
選 手 名 (複 )

北
海
道

北
海
道

滝 川 市 立 江 陸 中

若 松 重 義
田 中 栄 二(3)

北
海
道

札 幌 市 立 琴 似 中

斉 藤 弘 一

工 藤 貴 広13)

宍 戸 健 志(3)

東

　

　

北

岩

手

花 巻 市 立 湯 口 中

及 川| ネL 子
久保田 佳 二(3)

岩

手

花 巻 市 立 湯 口 中

及 川| ネL 子

阿 部

久保田

仁(3)

武 志(3)

岩

手

雫 石 町 立 雫 石 中

多 田 美保子
米 沢 耕 次(3)

青

森

碇 ケ関村立碇 ケ関中

鈴 木   孝

稲 葉 晃 範(3)

高 坂 雅 久(3)

東

関

埼

玉

越 ケ 谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝
石 橋   隆(3)

東

京

東大和市立東大和第一中

竹 内   肇

平 野

渡 辺

信 治(3)

正 司(3)

栃

木

今 市 市 立 今 市 中

星 野 初 代
尾 崎 健一郎(3)

埼

玉

戸 田 市 立 戸 田 中

永 田 正 彦

生井沢 勝 美(3)

立 本 敬 人{3)

茨

城

石 岡 市 立 石 岡 中

神 立 喜 之
七 谷 利 (3)

茨

城

石 岡 市 立 石 岡 中

神 立 喜 文

島 田 幸 男(3)

大 輪 昌 広(3)

東

京

立川市立立川 第八中

島   朝 樹
加 藤 正 裕(3)

茨

城

石 岡 市 立 石 岡 中

神 立 喜 文

小 室

緑 川

浩 之(3)

剛{3)

北

信

越

福

井

福 井 市 立 光 陽 中

江 岸   徹
佐 藤 輝 行(3)

福

井

福 井 市 立 光 陽 中

江 岸   徹

堤   清 忠(3)

田 中 幹 男(3)

福

井

福 井 市 立 成 和 中

仲 倉 健 治
原 田 幸 浩(3)

4二1

川

七 尾 市 立 御 被 中

坂 井   豊

宮 坂   悟(3)

和 田 浩 二(3)

東

海

静

岡

伊 東 市 立 南 中

斉 藤 俊 仁
住 吉 勇 人(3)

二

重

小 俣 町 立 小 俣 中

安 井 令 生

浜 口 昌 大(3)

世 古 久 也(3)

近

畿

大

阪

四 条 畷 学 園 中

仲 尾 信 一
早 戸 敬 雄(3)

大

阪

四 条 畷 学 園 中

仲 尾 信 一

森 山 勝 Ⅵ 3)

自 浜 義 海(3)

滋

賀

大 津 市 立 皇 子 山 中

服 部 博 司
広 瀬 純 吾(3)

京

都

ヴイアトール学園洛星中

上 杉 光 弥

伊与田 賢 也(3)

坂 梨   興(3)

南   在 健(3)

兵

庫

三 田 学 園 中

波多野 英 一

木 村 秀 人{3)

吉 谷 政 洋(3)

中

国

山

口

徳 山 市 立 須 々万 中

松 富 幸 人
田 中 イ申 幸{3)

山

口

徳 山 市 立 須 々 万 中

野 村 邦 彦

志(3)

勲(3)

河 野 強

広 谷

四
　
国

香

川

高 松 市 立 一 宮 中

笹 村 恵 子
泉 り|1 泰 博(3)

香

川

高 松 市 立 一 宮 中

笹 村 恵 子

一 宮 康 夫(3)

三 谷 友 亮(3)

九

　

　

州

熊

本

長 洲 町 立 長 洲 中

高 木 英 俊
浜 北 和 彦(3)

熊

本

荒尾 市立荒尾 第一中

藤 末 敦 子

上 野 拓 郎 3)

宮 本 直 樹{3)

熊

本

玉 名 市 立 玉 名 中

河 村 孝 也
酒 井 淳 二(3)

熊

本

熊 本 市 立 桜 山 中

増 田 市 子

中 村 徳 裕(3)

小 本 義 久(2)

開
催
地

新

潟

吉 田 町 立 吉 田 中

藤 沢 則 夫
松 縄 繁 樹(3)

新

潟

燕 市 立 燕 中

伊 東 義 郎

健 司(3)

太(3)

中 沢

渡 辺
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滋 1大 津 市 立 瀬 田 中

賀 1高 橋  茂



出 場 選 手 名 簿

(女子個人)

プロ
ック

籠
各

校

督

学

監

名

名
選 手 名 (単)

籠
名

学

監

校

督

名

名
選 手 名 (複)

北
海
道

北
海
道

上砂川 町立 上砂川 中

袴 田 鉄 美
西 田 美和子(3)

北
粗
道

上砂川 町立 上砂川中

袴 田 鉄 美

佐 藤 浩 子(3)

酒 井 孝佳子(3)

東

　

　

北

青

森

弘 前 市 立 第 一 中

高 屋   仁
伊 倉 幸 子(3)

青

森

弘 前 市 立 第 一 中

高 屋   仁

矢 田 直

和 泉 礼

子(3)

子{3)

宮

城

聖 ウ ル ス ラ学 院 中

片 桐   勉
永 野 洋 恵(3)

青

森

浪 岡 町 立 浪 岡 中

小 坂 良 平

山 田 美 佳(3)

丸 山 貴 子(3)

関

東

茨

城

明 野 町 立 明 野 中

小 島 一 夫
木住野 かおる(3)

茨

城

明 野 町 立 明 野 中

小 島 一 夫

八重子(3)

富 子(3)

古宇田

関

神
奈
川

横 浜 市 立 戸 塚 中

矢 部 健 治
牧 畑 里 佳{3)

埼

玉

越 ケ 谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝

岡 井 裕 子(3)

和 田 陽 子(3)

埼

玉

上 尾 市 立 原 市 中

飯 塚   睦
奥 山 保 ―]3)

千

葉

長 柄 町 立 昭 栄 中

風 戸 正 敏

関   喜久代(3)

石 井 砂 織(3)

埼

玉

越 ケ 谷 市 立 栄 進 中

加 藤   勝
青 戸 香 織(3)

神
奈
川

横 浜 市 立 戸 塚 中

矢 部 健 治

大 石 美和子(3)

渡 辺 裕 貴(3)

北

信

越

石

川

高 松 町 立 高 松 中

夷 藤 一 良
一 木 千代乃(3)

新 潟 市 立 関 屋 中

遠 藤 武 也

小 池

藤 井

由扶子3)

裕 絵(3)

石

川

宇 ノ気町立宇 ノ気中

杉 本 秀 紀
山 口 智 子(3)

福

井

福 井 市 立 進 明 中

岡 本 政 幸

美 穂(3)

友美恵(3)

松 原

下 川

東

海

愛

知

愛 知 淑 徳 中

鈴 木 洋 子
佐々木 道 子(3)

愛

知

愛 知 淑 徳 中

鈴 木 洋 子

六 郷 由 香(3)

伊 藤 千 恵(3)

近

畿

兵

庫

尼 崎 市 立 啓 明 中

藤 井 正 雄
伊 藤 里 美(3)

兵

庫

園 田 学 園 中

木 島 行 雄

王   文 麗(3)

尾 亀 瑠 美(3)

大

阪

四 条 畷 学 園 中

杉 田 忠 邦
今 村   薫(3)

京

都

京 都 府 立 梅 津 中

中 平 繁 則

竹 内 みどり(3)

安 田 小百33)

滋

賀

草 津 市 立 草 津 中

仲 谷 富美夫
大 和   香(3)

京

都

京 都 府 立 梅 津 中

中 平 繁 則

山 縣 智 恵(3)

荻 生 美奈子{3)

中

国

岡

山

瀬 戸 町 立 瀬 戸 中

近 藤 征 江
藤 原 玲 子(3)

岡

山

笠 岡 市 立 白 石 中

藤 井 淳 子

子く2)

子佗)

小見山 文

西 原 綾

四

国

香

川

香川 町立 香川第 一中

新   建 二
三 好 智恵美(3)

香

川

香川町立香川 第一中

新   建 二

山 本 和 美(3)

塩 田 美佐子(3)

九

　

　

州

熊

本

菊 池 市 立 菊 池 北 中

緒 方 美保子
田 島 志 乃(3)

熊

本

菊 池 市 立 菊 池 南 中

西 村 亮 子

中 原 紀代美(3)

田 代 美智世(3)

熊

本

熊 本 信 愛 女 学 院 中

兼 子 春 美
佐 藤 由美子(3)

熊

本

菊 池 市 立 菊 池 南 中

西 村 亮 子

安 達 優 子(2)

毛 利 千 秋(2)

開
催
地

新

潟

新 潟 市 立 関 屋 中

遠 藤 武 也
青 柳 美弥子く3)

新

潟

新 潟 市 立 関 屋 中

遠 藤 武 也

あさ美(3)

すみれ(3)

神 田

鈴 木
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過 去 の 栄 冠舎舎舎舎舎

男子 団体

舎舎舎舎舎

年 開催地 回 数

優 勝 準 優 勝
三位

都道府県
学 校 名

監 督 名
マ行う4-名

選  手  名
都道府県
学 校 名

監督 名
ブ、一

^銘
選  手  名

191 東 京都 第 1回 滋賀県
西橋義仁

井入初男

西村金治・清水正和

小野 洋・丸岡俊治

平尾光彦・広瀬克美

福井県 岡本政幸

長谷り1晴辞 ・西片 将

増田勝三・坂□輝男

古沢豊一 ・藤井政治

奈良県

富 山県

1972 名古屋市 第 2回 奈良県
木村 寛

上田耕作

春井善雄・堀切健美

占岡伸浩・岡田和夫

小倉久和・平山公洋

石 川県
森 川 徹

1宮i[ll一 郎

牧野 裕

酒井直人

岡田常雄

大門利昭

西川慎一

山下教明

福 井 県

熊本 県

198 :iイ唸市 第 3回 滋賀県
森田紀嗣

木村孝英

寺元 昇・山田力男

北橋 進・山之内 徹

山岡清秀・西山博司

栃木県
塚原紀子

杉山すみ子

猪瀬博明・水野谷 厚

鯨  泰・佐通 茂

船生芳男・山口浩一

奈良県

兵庫 県

1"4 東 京都 第 4回 滋賀県
藤原健二

森田紀嗣

西山博司・矢部忠司

吉田繁喜・西岡 宏

山田和樹・宇野垣 和

福井県
岡本政 幸

富田則子

上 田政広・玉村琢二

前川勇一・海道昌孝

大阪哲嗣・武田幸一

埼 玉 県

福 岡 県

19Ъ 東 京 都 第 5同 熊本県
長野 寛

木石幸―

本石俊憲・舞鴫庄蔵

酒井正彦・甲斐秀敏

鎌ケ迫一生・三次圭介

滋賀県
高橋 茂

徳谷 正

滝川 正

宮本 弘

中川晴司

桑野 至

岩坂一弥

保村正浩

奈 良 県

埼 玉 県

196 仙 台 市 第 6同 熊本県
長野 寛

加藤泰憲

権藤浩二・原□好弘

村岡泰彦・三次t介
村上 英介 ‐井上哲 章

栃木県
斎藤 倍

上弥充雄

馬場良浩

/Jヽ野日 正

赤羽利幸

尾 田史明

高橋安則

坂本幸夫

宮 城 県

奈 良 県

197 伊 勢 市 第 7回 熊本県
葦原健身

長野 寛

高木裕二・井上哲章

堺 圭一・松川和裕

丸山 隆・本石大介

栃木県
塚原紀子

水沼 宏

大 島 正志

石 ド 稔

猪 瀬和 己

大堀 円

鈴木純一

上野祥二

神奈 1県

埼 玉 県

19′β 名古屋市 第 8国 神奈川県
須性廉コ 5

鹿 内利保

杉山文則・豊田 裕

奈良秀行・上床宣孝

平野 渉・中村 泉

熊本県
長野 寛

今村孝利

伊藤幸男

東 俊郎

田中幸男

福田和幸

山口浩二

三沢英昭

栃木県

埼玉県

19η 神 戸 市 第 91口 l 大 阪 府
出□健次

中田 守

前川正則・杉木吉男

見市昌 弘・福田 誠

村上  勲・鶴岡真吾

茨城 県
神立喜文

小島一夫

江原 均・朝香 学

森 昭弘・大輪敏弘

武藤義教・横尾宣幸

栃 木 県

新 潟 県

19Ю 熊 本 市 第Ю回
東京都
調市市立

第四中
椙 山松良

福田昭典・藁谷竜次

瀬木啓之・正岡幹夫

本川伸逸・藤沢 哲

埼玉県
越谷市立
栄進中

加藤 勝

猪俣祐二・長内裕一

藤咲勇一一 杉浦雅之

大 島博昭・中島次郎

伊藤市立
南  中

福井市立
成 和 中

1981 奈 良 市 第 11回

熊 本 県
熊本市立

桜 山 中
増 田市子

勝木俊夫・鶴 田直行

林 謙一・山下豊彦

阿久根哲也・藤村春文

北海道
7J II市立
江陵中

若松 重義

佐藤広志・佐藤智雄

中居靖人・中川豊明

西  学・松浦良紀

路 市立
栄 進 中

横浜市立
戸 塚 中
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過 去 の 栄 冠舎舎舎舎舎

女子 団体

舎舎舎舎舎

年 開催地 回数

優 勝 準 優 勝

三 位
都道府県

学 校 名
監 督 名
―́、一ジャー名

選  手  名
者,直イBI肇

学 校 名

監督 名
―″、―ジ■名

選  手  名

1971 東 京 都 第 1回 大 阪府
渡辺喚規子

杉田忠邦

瀬野清美・山本邦子

山雨:美恵子・植野恵美子

広瀬純子・秋本美津子

新 潟 県
遠藤武也

後藤和子

道端恵美子・落田典子

池田信子・前田恵美

落田陽子・藤田美智子

岡 山 県

富 山県

192 名古Fコl市 第 2回 大 阪 府
杉 田忠邦

佐藤嬉子

植野恵美子・秋本美津子

山本邦子・河村裕子

北村寿弥子・石川好子

奈 良 県
木島敬博

里見多聞

岩井史子・中西利子

吉谷育子・奥谷尋子

□ |1由賀里・桐山綾子

滋 賀 県

東京 都

193 宇都富市 第 3[ll
飯 田照男

中川朋子

′jヽ西紀代子・川崎 泉

黒岩正子・岡本久子

柴田真 弓・三上孝子

徳永順子・ア躍予撼み子

流 加代子・加藤幸子

寺島由紀子・長谷り1性子

新 潟 県

福 井 県

1%4 東 京 都 第 4回 大 阪 府

河村茂美・阿部俊子

馬場恭子・平 久美子

陳 福輝・金子房子

熊 本 県
野々□清介

広瀬邦照

野中 弘美・相良裕美

中村美世子・i尋公久仁子

原口恵子・河内まゆみ

福 井 県

富 山県

195 東 京 都 第 5回 熊 本 県
野 口々清介

山本義人

高に 了・原 日恵 子

川添安代・相良裕美

|:与 峰彰子・松末嘉代子

北 海 道

小塚理世・児玉和美

中村悦子・柳沼瑞代

佐藤朱美・高松みどり

大 阪 府

福 井 県

1卿6 イ山台 ]F 第 6回 滋賀県
飯田照男

久保明雄

耐 1ヽ美千代・青山寿美

高崎敏子・岩見洋子

倉見安世・石趨:穂理子

熊 本 県

埼 玉 県

19η 伊 勢 市 第 7回 熊 本県
野 日々清介

中田秀夫

高峰和子・松永嘉代子

藤本美佐子・送フkさ とみ

陣内貴美子・中村由美

北 海 道
袴国鉄美

西森幹彦

高橋さとみ・佐藤啓 r
藤永山香・西岡孝子

松山早苗・佐 木々久江

滋 賀 県

香 川 県

198 名古屋市 第 8回 熊 本 県
野 口々清介

葦原健身

陣内貴美子・橋同潤子

一村由美・井村 由美

森山弘美 ¬ri峰 尚子

ラ
|ヰ′ヽリ1鳴ミ

須田兼三郎

鹿内利保

金子直枝・松岡典子

大岩 弘枝。大竹真紀了

1財u晰 rヽ… 屋代利了

大 阪 府

埼 玉 県

19D 神 戸 市 第 9回 熊 本 県
葦原健身

後藤早苗

森山 弘美・高峰尚子

三由純子・上村美香

大島みどり・平山真由美

大 阪 府
杉田忠邦

」跡寸寿弥J

松田太嘉子・押切美 喜

石井香澄・鴻原春美

埼 玉 県

神奈川県

1∝Ю 熊 本 市 第10回
熊 本 県
11`2卜 (イ「言″:ヨi

女学院中
兼子春美

上村美呑。青木きよみ

東山 薫・山田美紀

平井真由美・佐藤由美子

大 阪府
四 条畷

学 園 中

鴻原春美・原田いずみ

末房政美・荒井桂子

新木貴子・市川 綾

川国市ヤ
芝  中

香川町立
香川第一中

1981 奈 良 II] 第11回
大 阪 府
四 条 畷
学 園 中

杉田忠邦

新木貴子・和泉 呂子

片桐明子・市川 綾

今村 薫・馬場 環

熊 本県
熊本iわ立
出 水 中

吉島哲哉

高田美和・林 幸枝

木 []淳 」
′
…米津ゆかり

清水尚美・米岡有絣

越谷市立_

栄 進 中

香川町立
ヨ |1第一中
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1西
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|.´ _ェ …,|」田 スミ子・松田全代 |

大 阪府 17甲 埜型1大関曹津子・植田日出子 |

1水

升艮半

1田
中かをる 山口典子

|

|

杉 田忠 邦
|

|
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過 去 の 栄 冠舎舎舎舎舎

男子個人

女子個人

舎舎舎舎舎

だ

Ｌ

年

回 数
開催地

種

　

目

優 勝 準   優   勝 位

都道府県名
学 校 名

監督名 選手名
都期携銘
学 校 名

監督 名 選 手 名
都道府県名
学 校 名

選手 名

1980

第10回

熊本市

単

大   阪

四條畷学園中
杉田忠邦 見市昌弘

熊  本
八代市立
第 二 中

北付栄一郎 川本英明
埼 玉

越谷市場筵中
大 阪

四條畷学園中

藤咲栄一

福 田 誠

複

熊   本
玉 名 市立
玉 陵 中

新居 健
二次英昭

馴 中――‐
fミ「

熊  本
熊本市立
桜 山 中

増 田市子
松川稔己

福田洋介

茨  城
阿見町立朝日中
奈  良

奈良市立春日中

山ノ内政和
中村雅俊
川井健司
小野満哲

1981

第11回

奈良市

単

育k    ,本:

熊 本 市 立
桜 山 中

増田市子 林 謙一
東  京
北 区 立
神 谷 中

杉村克之 黒沢 武
森

六鐸郭丁立大鰐中
大 阪

四條畷学園中

一戸英樹

江藤裕樹

複

熊   本
熊 本 市立
桜 山 中

増田市子
鶴田直行

山下豊彦

埼 玉

鳩ケ谷市立
里 中

峰岸早苗
松元功一

福田和浩

福  井

福井市立成和中
栃  木

今市市立今¬中

坂田智洋
芦井隆俊
柴田直美
石川 勉

年

回数
開催地

種

　

目

優 勝 準   優   勝
|

位

都道府県名
学 校 名

監督名 選手名
都道府県名
学 校 名

監督名 選手名
都道府県名
学 校 名

選手名

1980

第10回

熊本市

単

育に    ,本 :

熊 本 信 愛
女 学 院 中

兼子春美 上村美香
香  川
高松市立
一 宮 中

笹村恵子 剌 1富美子

大  阪
四條畷学園中

原田いずみ

鴻原春美

複

熊    本
熊 本 信愛
女 学 院 中

兼子春美
青木きよみ

平井真由美

香  川
香川町立
香り1際卜中

平井美代子

田中美幸

栃  木
今市市立今市中

岡  山
笠岡市立白石中

須藤千代了‐

細井礼子
中川史子
山川奈緒

1981

第11回

奈良市

単

熊   本
熊 本信 愛
女 学 院 中

兼子春美 平井真由美
埼  玉

越谷市立
栄 進 中

加藤 勝 今井裕子
__[:lil!:り |lili]「霊

上砂川中

茨  城
明野町立明野中

大  阪
四條畷学園中

」島婦中

徳光由美子

須藤早苗

複

埼

鳩
里

玉

ケ谷市立
中

峰岸早苗

佐 木々
由美子

今野裕子

熊  本
熊本市立
出 水 中

吉島哲哉
米津ゆかり

林 幸 枝

和泉昌子
今村 薫
高橋司奈
藤原利江
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バドミントン用品のことなら

● プロショップ
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●広い店内バ ドミントン用品がいつぱい ぜひ一度ご覧下さい。
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「
新色マ リンブルー 発売 ″

」口聞囲|リ

Cbrb
■曰圏■■カーボンとアル

リム・スイ・キングの片腕。ヨネックス。
―

世界注目のCAB-loますます。快調です。ごぞん

じシヤフトはカーボン。フレームはカーボンとアル

ミ合金の複合体。安定性、方向性、弾力性、どれ

をとってもバミントンラケットのワールドリーダー。

カーボンのパワーを1∞%引き出し 重く鋭tス

マッシュを繰り出します。まさにカーボンの中のカ

ーボン。リム・スイ。キングをはじめ世界のトップ

プレイヤーに愛用されるなa他を寄せつけない

存在で九人気ものセヒアと合わせ新色マリンブ

ルーも登場。ますます面白くなるぞバドミントン。
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